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都市再生整備計画事業　事後評価シート

天岩戸地区（第２期）
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宮崎県高千穂町



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 1150（2.3）ha

交付期間 0.399（0.5） ※（　）内、まちなかウォーカブル推進事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり ○

なし

あり ○

なし

あり ○

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

－
－
－
－
●
－
－
－
－

○

観光客の誘致のため、観光地としての基
盤・環境整備に加え、チャレンジショップ開
店支援事業により、土産や飲食等の消費
を促す取組を進めたことで目標の達成に
至った。

指標３ 観光客消費数 億円／年 39 R2 54 R7 ― 113

宮崎県 市町村名 高千穂町 地区名 天岩戸地区（第２期）

令和３年度～令和７年度 事後評価実施時期 令和７年度 交付対象事業費 291.0（177.8）百万円 国費率

 １）事業の実施状況

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

案内板整備事業、東本宮南駐車場トイレ整備事業、歩道橋空間創出事業

チャレンジショップ開店支援事業、映像資料作成事業（アーカイブ・史跡説明映像）、ビューポイントデザイン創出事業

事業名 削除/追加の理由 削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

当初計画
から

削除した
事業

岩戸川沿い遊歩道改修事業

まちづくり協議会でスケジュール等の検討や協議をするなかで、関
連事業である広域連携事業を優先して整備すべきであると意見が
まとまり、関係機関や住民との合意形成が図れたので事業を削除
した

影響なし

・既存店舗改修支援事業
・神話スポットデザイン創出事業
・憩いのベンチ整備事業

・近年の工事費高騰等により、実現の見込みがないため削除した
・基幹事業（神話スポット整備事業）と併せてを実施したため削除し
た
・他所管事業において、同様の整備が実施されるため削除した

影響なし

新たに追加し
た事業

・ビューポイント整備事業
・神話スポット整備事業
・門前通り改修事業
・東本宮トイレ整備事業

・地域住民との協働によるビューポイント整備を図るため追加した
・協議会等の住民アイディアを反映するために追加した
・当該エリアの整備を歩道橋の完成とあわせるため追加した
・快適性向上区域の快適、憩いの空間形成を図るために追加した

影響なし

事後評価
今後のまちづくりを検討するための事業効果分析を行うため追加
した

影響なし

交付期間
の変更

令和３年度～令和４年度 交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

影響なし
令和３年度～令和７年度

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

指　標
従前値 目標値 数　　値 目標

達成度
1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

指標1 高千穂町入込観光客数 千人/年 758 R2 1,030 R7 ― 1,684 ○

観光客の増加を図るため、歩道橋空間創
出事業や門前通り改修事業、ビューポイン
ト整備事業、神話スポット整備事業等の観
光資源の活用に加え、基盤の整備により
観光地としての魅力が向上し、目標の達成
に至った。

指標２ 宿泊観光客数 千人/年 114 R2 142 R7 ― 341 ○

観光スポットにおける案内板等の各種整備
をはじめ、観光地としての魅力向上に資す
る事業実施により観光客の増加した。ま
た、まちなかウォーカブル事業により一体
的な観光振興が図られ、宿泊を伴う観光客
の誘致に繋がり目標の達成に至った。

○

天岩戸地区の周遊環境の向上に資するま
ちなかウォーカブル事業である歩道橋空間
創出事業、門前通り改修事業、東本宮トイ
レ整備事業によって、門前通り周辺におい
て、一体的な魅力・歩行者空間の機能向
上を図ったことで目標の達成に至った。

指標４ 門前通り歩行者 千人/年 110 R2 145 R7 ― 301

－ －

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値 数　　値 目標

達成度※１

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

その他の
数値指標1

－ － － － - －

#REF!

 ５）実施過程の評価

実施内容 実施状況 今後の対応方針等

モニタリング －

都市再生整備計画に記載し、実施できた

－都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

官民連携による
取組の実施状況

・まちづくり協議会の活動
・まちづくりワークショップの実施

都市再生整備計画に記載し、実施できた ・今後も、まちづくりを進めて行くための組織として、運営の支援等を継続
的に行っていく。
・必要に応じ地域意向を収集するため、WSの開催について検討する。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

持続的なまちづくり
体制の構築

－

都市再生整備計画に記載し、実施できた

－都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった



様式２－２　地区の概要

高千穂町入込観光客数 千人/年 758 R2 1,030 R7 1,684 R7

宿泊観光客数 千人/年 114 R2 142 R7 341 R7

観光客消費額 億円/年 39 R2 54 R7 113 R7

門前通り歩行者 千人/年 110 R2 145 R7 301 R7

妻北地区　都市再生整備計画事業の成果概要

まちづくりの目標 目標を定量化する指標 従前値 目標値 評価値

大目標　神都高千穂の活性化をサポートする天岩戸の顔づくり
　目標１　天岩戸固有の歴史・文化資源を活用・伝承する魅力あふれるまちづくり
　目標２　天岩戸を訪れる人の回遊性・利便性の向上による快適なまちづくり
　目標３　天岩戸の誇りを伝えられる商業・観光の活性化による活気あるまちづくり

まちの課題の変化

①神都高千穂を象徴する歴史・文化資源である天岩戸神社の活用や滞在時間の延長によるまちの活性化に向け、神々の郷としての雰囲気づくり、訪れる人の利便性を高めるサービスの提供・滞在時間の延長を図る必要がある。
⇒事業実施により観光客は増加傾向にある。増大する観光需要に対応し引き続き利便性やサービスの質向上を図る必要がある。

②天岩戸地区内に多く存在する歴史・文化資源を生かし地区内全体を周遊して楽しめるように、各名所間の案内・誘導機能の強化によりアクセス性や回遊性、一体的な観光地としての利便性の向上が必要である。
⇒全国的に外国人観光客が増加するなかで、本町においても外国人観光客にも対応した案内や誘導機能の更なる強化を進める必要がある。

③天岩戸神社を訪れる多くの観光客を門前通りに誘導し天岩戸地区の商業拠点として、まちの賑わいを演出するため、周辺にある渓谷沿いの神秘的な自然景観を楽しむための基盤整備や憩いの場の創出といった仕掛けつくりが必要
である。
⇒天岩戸神社及び門前通りを訪れる観光客は増加しており、事業実施による誘導効果がみられる。観光客が滞留する場・憩いの場の創出を継続検討するとともに、更なる観光誘致を目指し、天岩戸地区における観光テーマの検討や
周知を図り寛剛名所としてのイメージ強化を図る必要がある。

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・増加する観光客の受け入れ体制を整え、更なる観光振興を図る。また、観光サービスの高質化、魅力向上によるリピーター確保を目指す。
・観光地へのアクセス性、周遊性を向上するため、道路環境の整備を行う。また、新規・既存店舗の支援を行い魅力ある物販・飲食店舗の出店を促進する。

案内板整備事業

門前通り改修事業 歩道橋空間創出事業

チャレンジショップ開店支援事

門前通り改修事業

ビューポイント整備事業

歩道橋空間創出事業（ウォーカブ

東本宮トイレ整備事業（ウォーカブ


